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風
来
山
人

『
天
狗
髄
雌
腰
掛
金
定
縁
起
』

考

福

田

安

典

風
来
山
人
、
平
賀
源
内
の
著
『
天
狗
髄
穣
豊
定
縁
起
』
（
安
永
五
年
刊
）
は
、
『
風
来
六
部
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
有
名
で

あ
る
が
、
本
来
は
明
和
七
年
に
一
作
品
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
単
行
本
も
現
存
す
る
。

本
作
は
従
来
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
小
品
の
故
も
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
こ
の
作
品
に
於
け
る
源
内
の
手
法
が
判
然
と
し
な
か
っ

た
故
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
手
法
に
つ
い
て
一
考
を
試
み
、
本
作
の
価
値
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

本
草
学
と
平
賀
源
内

源
内
の
本
業
が
本
草
学
に
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
論
に
入
る
前
に
源
内
の
本
草
学
上
の
動
向
に
つ
い
て

略
述
す
る
。

宝
暦
六
年
・
四
月
、
源
内
は
離
郷
し
大
坂
の
戸
田
旭
山
の
門
に
入
る
。
つ
い
で
一
ヶ
月
程
で
江
戸
の
田
村
元
雄
の
門
に
移
り
、
以
後

そ
の
名
声
を
博
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
様
々
な
解
釈
が
可
能
だ
が
、
旭
山
と
元
雄
の
学
風
の
違
い
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
る
。
旭
山
は
、
稲
生
若
水
、
松
岡
恕
庵
の
系
統
で
、
文
献
学
的
な
名
物
学
派
で
あ
り
、

一
方
元
雄
は
、
阿
倍
将
翁
の
系
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統
の
よ
り
実
地
性
の
強
い
物
産
学
派
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

よ
り
実
地
性
の
強
い
物
産
学
派
に
移
っ
た
の
だ
と
、

既
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
従
来
の
説
に
、
儒
学
の
観
点
か
ら
補
足
が
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
則
ち
旭
山
の
師
の
松
岡
恕
庵
は
、
伊
藤
仁
斎
に
も
師
事

し
、
仁
斎
の
嗣
子
東
涯
ゃ
、
門
人
香
川
修
庵
、
北
村
篤
所
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
当
初
源
内
は
こ
の
古
義
堂
系
の
、
文
献
的

と
称
さ
れ
る
名
物
学
を
指
向
し
た
。
し
か
し
、

「
野
心
家
で
移
り
気
」
と
い
う
従
来
の
評
価
通
り
、
僅
か
一
ヶ
月
で
よ
り
現
実
性
の
高

い
物
産
学
へ
と
、
そ
の
指
向
を
変
更
し
た
の
で
あ
る
。

担
、
湯
浅
常
山
の
『
文
会
雑
記
』
に
、
次
の
記
載
が
あ
る
。

一
、
子
綿
一
五
（
中
略
）
又
保
翁
ノ
材
ハ
天
縦
ナ
リ
。

文
ノ
面
白
サ
ア
マ
リ
卓
見
ニ
過
タ
ル
ヤ
ウ
也
。

天
狗
ノ
説
ヲ
東
涯
見
ラ
レ

テ
、
サ
テ
モ
／
＼
天
狗
ノ
ス
ガ
タ
ヲ
ア
リ
ノ
マ
〉
ニ
書
ア
ラ
ハ
シ
タ
リ
、
妙
ナ
ル
モ
ノ
也
。
祖
保
ナ
ラ
デ
カ
L

ル
文
ナ
ル
ベ
キ
ヤ

ト
、
子
紳
二
語
ラ
レ
シ
ト
也
。

（
巻
一
、
下
）

一
、
明
和
二
年
巴
酉
九
月
十
三
日
、
赤
穂
赤
松
鴻
字
国
鷺
来
訪
。
俗
称
大
川
良
平
。
其
男
名
勲
、
字
大
業
、
俗
称
周
蔵
ト
云
々
。

国
驚
云
、
松
岡
玄
達
ガ
東
涯
北
村
可
昌
ノ
会
ノ
ア
リ
タ
ル
ト
キ
、
徳
翁
ノ
天
狗
ノ
説
ヲ
人
ノ
見
セ
タ
レ
パ
、
二
人
ハ
弁
駁
甚
シ
、

東
涯
一
人
黙
シ
テ
ア
リ
ケ
レ
パ
、
二
人
何
ト
テ
コ
レ
ヲ
論
ゼ
ラ
レ
ザ
ル
ヤ
ト
云
ヘ
パ
、

東
濫
人
各
有
一
一
所
見
↓

何
コ
ト
ニ
批
評
甚

シ
キ
ヤ
ト
云
レ
テ
、
二
人
色
ヲ
変
ジ
輿
サ
メ
タ
ル
ト
ナ
リ
。

（
巻
三
、
下
）

常
山
（
宝
永
五
J
安
永
十
）

は
源
内
と
同
時
代
。
常
山
は
自
身
の
見
聞
を
『
文
会
雑
誌
』
と
し
て
纏
め
た
。
前
者
は
、
子
紳
を
春
台
に

学
ん
だ
大
内
熊
耳
と
考
え
る
な
ら
、
常
山
の
寛
延
二
年
も
し
く
は
宝
暦
三
年
の
東
下
り
の
際
の
見
聞
で
あ
り
、
後
者
は
明
和
三
年
の
見



聞
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
源
内
が
離
郷
し
、
本
草
学
に
着
手
し
、
本
作
を
著
す
頃
、
右
記
の
東
涯
周
辺
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
播

さ
れ
て
い
た
。
更
に
、
後
世
に
至
っ
て
も
、
例
え
ば
『
近
世
叢
語
』
に
、

松
岡
恕
庵
、
北
村
篤
所
、

在
日
－
伊
藤
東
涯
許
↓
覧
＝
物
担
保
天
狗
説
↓
極
レ
口
一
刺
＝
識
之
「
而
目
、
此
文
非
－
一
宮
整
牙
不
v
成
レ
語
、

而

説
亦
可
レ
謂
レ
不
レ
通
会
、
東
涯
目
、
人
各
有
レ
見
、
何
必
軽
ニ
駁
之
↓
況
其
形
ニ
容
天
狗
之
肱
－
者
、
宛
然
如
レ
画
、
今
乗
レ
筆
者
恐
不
レ

嵐来山人 r天狗髄嬢豊定縁起』考

及
、
二
子
大
憾
。

と
、
恕
庵
、
篤
所
の
紹
介
へ
と
続
く
高
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
載
る
。

又
、
『
先
哲
叢
談
』
に
も
載
り
、

先
述
の
『
文
会
雑
記
』
の

ニ
ケ
所
の
記
述
が
、
実
は
一
つ
の
連
続
し
た
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
長
き
に
亙
っ
て
広
く
伝
播
さ
れ
得
る
有
名
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
篤
所
は
怪
し
い
。
篤
所
は
享
保
二
年
授
。
文
中
の
『
天
狗
説
』
は
荻
生
担
保
著
、
享
保
八
年
成
立
。

享
保
十
九
年
刊
。
篤
所
が
写
本
に
し
て
も
『
天
狗
説
』
を
見
た
可
能
性
は
低
い
。
巷
間
で
の
伝
播
の
内
に
他
の
門
人
と
混
同
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
常
山
は
そ
の
東
涯
等
と
親
交
の
厚
い
香
川
修
庵
を
師
事
し
た
国
驚
か
ら
の
見
閣
を
記
し
て
お
り
、
当
時
は
国
鷺

の
よ
う
な
古
義
堂
周
辺
の
人
物
に
さ
え
、
東
涯
・
恕
庵
・
篤
所
の
三
者
の
事
件
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
様
に
、
源
内

も
当
初
こ
の
古
義
堂
周
辺
の
人
々
の
聞
に
身
を
置
い
て
い
た
。
ま
し
て
師
の
旭
山
は
恕
庵
の
弟
子
で
あ
る
。
こ
の
事
件
を
聞
き
及
ん
で

い
た
、
と
当
然
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

『
天
狗
説
』
は
金
石
文
。
縦
に
長
い
象
刻
の
法
帖
で
あ
る
。

書
道
の
手
本
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
が
、

源
内
以
後
の
考
証
家
に
さ

3 

ぇ
、
天
狗
を
論
じ
る
際
に
挙
げ
ら
れ
る
書
で
あ
る
。
馬
琴
な
ど
も
「
物
子
が
天
狗
説
、
尾
張
の
僧
、
諦
忍
が
天
狗
名
義
考
、
平
賀
生
が
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天
狗
弁
の
若
き
」
（
『
烹
雑
の
記
』
）
と
、
当
作
と
列
挙
し
て
い
る
。
源
内
が
天
狗
に
つ
い
て
執
筆
す
る
際
に
は
、
当
然
意
識
し
た
筈
の
書

で
あ
る
。
こ
の
『
天
狗
説
』
は
、
担
保
が
京
の
愛
太
子
神
社
の
把
者
に
頼
ま
れ
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
で
「
世
薦
紳
先
生
。
或
引
客

星
。
或
援
外
園
之
獣
者
。
廼
執
名
惑
賓
。
可
謂
妄
巳
。
」
と
、
世
の
儒
者
を
牌
院
し
、
「
知
鬼
神
之
情
状
者
、
惟
聖
人
為
然
。
」
「
吾
言
之

信
然
也
。
而
神
賓
歓
之
。
」
と
、

自
身
は
聖
人
の
智
の
持
主
だ
と
ば
か
り
に
書
い
て
い
る
。
儒
学
、

特
に
名
物
学
を
真
剣
に
修
学
す
る

恕
庵
ら
が
刺
議
し
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
東
涯
は
二
子
を
穏
健
に
戒
し
め
る
。
こ
の
天
狗
に
つ
い
て
執
筆
さ
れ
る
際
に
、

意
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
『
天
狗
説
』
に
端
を
発
す
る
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
当
時
巷
間
で
伝
播
さ
れ
て
い
た
。
既
に
聞
き
及
ん
で
い

た
源
内
は
、
そ
れ
を
作
品
化
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
或
い
は
、
そ
の
作
品
化
の
為
に
「
天
狗
」
に
つ
い
て
の
戯
作
を
執
筆
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
o

以
下
、
作
品
の
構
成
と
共
に
、
こ
の
問
題
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

構
成
に
つ
い
て

そ
れ
で
は
、
当
作
品
を
順
を
追
っ
て
み
て
い
く
。

初
め
に
戯
蝶
の
序
、
天
狗
髄
穣
図
、
大
場
豊
水
の
序
が
あ
る
が
、
戯
蝶
・
豊
水
の
序
は
刊
行
時
に
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
作
の

成
立
後
に
書
か
れ
た
も
の
な
の
で
、
今
は
問
題
と
し
な
い
。
次
い
で
本
文
が
始
ま
る
。
ま
ず
源
内
は
回
目
頭
に
、

し

ん

ぎ

ろ

ん

明
和
七
ツ
の
と
し
菊
月
末
の
四
日
。
門
人
来
り
て
薬
物
の
真
偽
を
論
ず
。
（
傍
線
、
筆
者
、
以
下
同
）



と
記
す
。
こ
の
「
薬
物
の
真
偽
を
論
ず
」
る
学
、
こ
れ
が
則
ち
名
物
学
で
あ
る
。
名
物
学
と
は
、
古
典
漢
籍
の
薬
物
の
真
偽
を
弁
じ
、

正
し
い
名
を
附
す
学
問
で
あ
る
。
従
っ
て
登
場
人
物
は
名
物
学
の
先
生
と
門
人
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
大
場
豊
水
が
一
つ
の

異
物
を
携
え
来
る
。

風来山人『天狗燭畿重量定縁起』考

昨
夜
天
狗
を
夢
む
。
今
朝
夢
さ
め
て
思
ふ
に
、
け
ふ
は
廿
四
日
に
て
愛
宕
の
縁
日
な
れ
ば
と
て
芝
の
愛
宕
に
詣
け
る
に
、
門
前
楼

l
i
l
i
I
l
l
i－
－

！

1
1
1
1
1
1同沖
1
1
1
1
1
1
1
1
ひ

ろ

ひ

で

い

ど

け

が

れ

は

乙

川
と
号
す
る
小
流
の
中
に
怪
し
き
物
あ
り
。
拾
上
て
泥
土
の
識
を
洗
去
れ
ば
、
し
か
人
1
、
の
物
な
り
と
て
置
を
開
て
取
出
し
、
け

し
ゃ
れ
か
う
ぺ

i
j

も

と

あ

て

ず

い

り

ょ

う

し

よ

う

ふ
此
品
を
得
て
踊
る
さ
の
道
に
て
、
見
る
も
の
皆
天
狗
の
髄
穣
な
り
と
て
市
を
な
せ
ど
も
、
固
よ
り
俗
人
の
億
見
、
謹
と
す
る

し
ん
ぎ

に
足
ら
ず
、
希
ば
先
生
員
偽
を
弁
ぜ
よ
。

」
の
豊
水
の
言
葉
が
作
品
の
発
端
で
あ
る
。

表
面
的
に
は
作
為
の
な
い
文
に
見
え
る
。
し
か
し
、

最
後
の
「
員
偽
を
弁
ぜ
よ
。
」
に
着

眼
し
、
回
目
頭
の
「
薬
物
の
員
偽
を
論
ず
。
」

と
い
う
状
況
設
定
と
並
置
さ
せ
る
と
、

実
は
名
物
学
的
考
証
を
誘
致
す
る
為
の
発
端
で
あ

る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
俗
人
が
臆
測
で
「
天
狗
の
髄
韓
」
だ
と
言
う
が
、
名
物
学
の
大
家
の
源
内
に
壁
定
を
依
頼
し
、
そ
の
様

な
臆
測
へ
の
批
判
を
期
す
豊
水
の
意
図
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
な
る
と
、
豊
水
は
実
証
的
な
思
考
の
持
ち
主
と
し
て
描
か
れ
る
べ

き
で
あ
る
が
、
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
豊
水
が
こ
の
異
物
を
入
手
し
た
の
は
、
天
狗
の
夢
と
愛
宕
の
縁
日
と
の
俗
信
的
な
符
合
の
故

で
あ
っ
た
。
更
に
門
前
の
川
で
こ
の
異
物
を
拾
っ
た
、
と
そ
の
符
合
は
続
く
の
で
あ
る
。
恰
も
こ
の
異
物
を
「
天
狗
の
濁
韻
」
だ
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
措
か
れ
方
で
は
な
い
か
。
こ
の
俗
信
的
な
符
合
と
実
証
的
な
名
物
学
が
相
侠
っ
て
、
こ
の
文
を
奇
妙
で
滑
稽
な
も
の

5 

に
し
て
い
る
。
作
品
の
発
端
と
し
て
充
分
に
考
え
ら
れ
た
文
で
あ
る
o

従
っ
て
源
内
の
創
作
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
創
作
の
き
っ
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か
け
と
な
っ
た
も
の
は
、
但
僚
の
『
天
狗
説
』
中
の
、

平
安
西
北
。
愛
太
子
之
山
翠
鴬
。
顕
有
柴
術
太
郎
調
。
主
其
記
者
上
人
恵
通
。
乞
予
文
。
予
為
天
狗
説
。

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
但
棟
が
『
天
狗
説
』
を
著
し
た
動
機
で
あ
る
。
芝
の
愛
宕
が
京
の
愛
太
子
よ
り
権
現
を
勧
請
し
た
こ
と
は
有
名
で

あ
っ
た
。

源
内
が
発
端
で
、

以
後
筋
と
関
係
し
な
い
芝
の
愛
宕
を
案
出
し
た
の
は
、

祖
保
の
執
筆
動
機
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ

ぅ
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
の
み
で
は
偶
然
の
域
を
出
な
い
。
更
に
次
を
見
る
と
、

た
4

予
諾
し
て
門
人
に
告
て
各
其
志
を
い
は
し
む
。

と
、
源
内
は
ま
ず
門
人
の
言
葉
を
載
せ
る
。

一
人
は
「
阿
蘭
陀
の
ぼ
う
ご
る
・
す
と
ろ
い
す
」
又
一
人
は
「
大
魚
の
頭
骨
」
と
、
名
物

学
の
門
人
ら
し
く
見
解
を
語
る
。
が
、
衆
議
は
一
決
し
な
い
。
こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
門
人
が
二
人
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先

の
当
時
巷
間
で
伝
播
さ
れ
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
篤
所
は
怪
し
い
に
し
て
も
、
と
に
か
く
門
人
は
二
人
で
あ
っ
た
。
更
に
豊
水
が
異

物
を
持
参
す
る
設
定
も
、
門
人
が
『
天
狗
説
』
を
持
参
す
る
設
定
と
同
じ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
先
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
本
作
の

人
物
関
係
は
同
じ
で
あ
る
。

源
内
は
こ
こ
で
自
身
の
言
葉
を
「
こ
れ
天
狗
の
し
ゃ
れ
か
う
べ
な
り
。
」

と
し
、

驚
く
門
人
達
に
反
論
を
促
す
展
開
を
創
作
す
る
。

そ
の
誘
発
さ
れ
た
反
論
に
、
以
下
示
す
様
に
『
天
狗
説
』
を
用
い
る
。



（
『
天
狗
髄
瞳
豊
定
縁
起
』
以
下
（
縁
）
と
略
）

中
国
多
仙
。
吾
邦
多
天
狗
。
彼
所
称
（
略
）
而
無
知
安
能
知
人
之
所
命
乎
。
故
或
以
為
神
為
仙
。
或
以
為
倒
為
菩
薩
。
為
羅
漢
明

玉
。
為
魁
魅
間
雨
。

（
『
天
狗
説
』
以
下
（
天
）
と
略
）

②
定
ま
れ
る
形
有
ベ
ふ
も
あ
ら
ず
。
（
縁
）

風来山人『天狗弱腰饗定縁起』考

窃
冥
之
中
。
蓋
有
物
鷲
。
健
忽
乎
為
人
。
憶
忽
乎
為
物
。
衆
莫
能
端
但
。
（
天
）

は

な

く

ち

ば

し

は

ね

③
然
る
に
剤
問
料
珂
淵
剖
岡
引
料
、
島
高
き
は
（
略
）
又
骨
の
長
き
は
（
略
）
矧
あ
り
て
。
（
縁
）

④世
こ俗
れ所
皆園

里［需
の廼
思有
ひ象
付鼻i
に揖
て橡｜
、載

実｜勝
に｜虎
此常爪
の｜電
ご｜自
と｜肉i
き｜麹i
物｜努
に｜需
あ｜乎
る｜豊
に｜隆
は｜之
あ！神
ら｜者
ずi
U 戚

露芝
日
天
狗
;z;: 

天

世
薦
紳
先
生
。
或
引
客
星
。
或
援
外
圏
之
獣
者
。
廼
執
名
惑
其
寅
。
可
謂
妄
巳
。
（
天
）

1
1
1
1
〈
わ
［
出
は
K
注

し

ん

し

ゃ

れ

か

う

べ

I
l
l
l
1
h
E

⑤
聖
人
も
怪
力
組
神
を
語
ら
ず
と
こ
そ
の
玉
へ
。
い
ま
是
を
天
狗
の
髄
穣
也
と
は
我
々
を
欺
き
玉
ふ
や
。
（
縁
）

知
鬼
人
之
情
状
者
。
惟
聖
人
為
然
。
（
天
）

勿
論
『
天
狗
説
』
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
が
、
①
の
天
狗
が
「
魅
魅
魁
魁
」
を
指
す
の
だ
と
す
る
基
本
的
認
識
は
問

じ
で
あ
り
、
吏
に
②
か
ら
③
の
連
続
部
分
で
、
そ
の
超
自
然
現
象
を
「
図
」
で
し
か
認
知
で
き
な
い
こ
と
が
、
世
人
の
根
本
的
な
誤
謬

だ
と
す
る
論
法
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
④
で
は
、
祖
保
は
儒
者
の
読
者
を
意
識
し
て
「
薦
紳
先
生
」
と
書
き
、
源
内
は
一
般
の
読
者

7 

を
意
識
し
て
「
画
工
」
と
書
き
、
両
者
の
執
筆
立
場
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
源
内
は
全
く
離
反
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
門
人
に
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「
実
に
此
の
ご
と
き
物
あ
る
に
は
あ
ら
ず
。
」
と
言
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
、
名
物
学
の
門
人
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

実
は
発
端
で
豊
水
が
源
内
に
語
る
こ
と
を
望
ん
だ
名
物
学
的
考
証
の
結
論
で
あ
る
。
こ
れ
を
門
人
に
代
弁
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結

論
は
、
但
傑
が
儒
者
の
迷
妄
を
果
断
し
た
結
論
、

「
執
名
惑
賞
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
保
の
こ
の
記
述
自
体
が
、

意
識
的

か
無
意
識
的
か
名
物
学
的
論
理
で
あ
る
o

従
っ
て
④
も
、
執
筆
立
場
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
担
保
の
記
述
に
触
発
さ
れ
た
名
物
学
的
結
論

と

一
応
理
解
で
き
よ
う
。

し
か
し
、

そ
れ
に
続
く
⑤
で
は
、

全
く
担
保
に
離
反
し
な
が
ら
も
、

唐
突
に
『
論
語
』
述
而
篇
の
「
子
不
語
怪
力
乱
神
」

を
引
い

て
、
担
保
の
文
か
ら
「
聖
人
」
の
語
の
み
を
採
取
す
る
。
こ
の
意
図
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
様
に
恕
庵
ら
が
『
天
狗
説
』
に
憤

慨
し
た
の
は
、
こ
の
「
聖
人
」
と
自
称
し
、
儒
者
を
陣
院
す
る
担
保
の
態
度
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
「
聖
人
」
の
語
を

省
く
と
、
先
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
生
き
て
こ
な
い
、
と
源
内
が
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
又
、
こ
の
様
に
何
事
も
証
左
に
『
論
語
』
に

湖
る
学
問
態
度
は
、
何
処
の
学
派
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
源
内
は
、
伊
藤
仁
斎
の
古
義
学
を
頭
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
源
内
が
造
型
し
た
門
人
と
は
、
①
か
ら
④
で
名
物
学
的
結
論
と
『
天
狗
説
』
を
語
り
、
⑤
で
「
聖
人
も
怪
力
乱
神
を
語
ら

ず
」
と
語
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
祖
棟
に
反
駁
す
る
門
人
で
あ
る
。
更
に
『
論
語
』
を
盾
に
「
我
々
を
歎
き
玉
ふ
や
」
と
大
真
面
目
に

詰
め
よ
る
門
人
は
、
先
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
東
涯
に
詰
め
よ
っ
た
古
義
堂
門
人
の
恕
庵
ら
を
凝
し
た
と
考
え
て
支
障
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

担
、
そ
れ
に
対
し
て
本
来
は
東
涯
に
凝
す
べ
き
源
内
は
、
何
を
用
い
て
説
得
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

④
古
人
の
目
、
薬
を
貰
も
の
は
南
限
、
薬
を
用
る
者
は
一
一
眠
、
薬
を
服
す
る
者
は
無
眼
と
は
と
っ
と
昔
の
事
小
（
縁
）

ノ
ム

古
人
有
レ
言
日
責
リ
薬
ヲ
者
ハ
雨
眼
周
一
薬
ヲ
者
二
眼
服
レ
薬
ヲ
者
八
無
眼
卜
。

（
『
文
会
録
』
政
文
、
以
下
（
文
）
と
略
）



＠
今
時
の
島
都
と
い
ふ
は
（
略
）
薬
の
事
は
陳
皮
も
し
ら
ず
。
長
屋
も
酔
婚
も
艇
も
す
べ
る
も
そ
こ
ら
だ
ら
け
が
醤
者
だ
ら
け
。

薬
種
屋
九
車
醤
者
も
め
く
ら
。
病
家
は
猶
盲
故
。
（
縁
）

至げ
A

如
－
一
後
世
イ
不
ニ
猫
服
者
之
無
眼

τノ
ミ
ナ
ラ
而
貰
ル
者
ト
興
ユ
用
ル
者
一
亦
倶
品
無
限
失
ナ
9
0

（文）

か
は
ら
ざ
H
乙

さ

H
ζ

＠
翻
白
葉
を
菊
胡
と
心
得
。
（
縁
）

風来山人 r天狗葡様豊定縁起』考

＠誤
予1誌
」テ

れ翻
を三白
憂五菜
て1 胡

薬毒
物エ
の柴
員胡
偽一占
を（
正文
し）

縁

旭
山
先
生
所
ニ
深
憂
サ
（
中
略
）
出
日
薬
物
数
品
イ
耕
－
」
其
ノ
員
偽
4
0

（文）

あ
け

＠
世
上
の
醤
者
の
目
を
明
ん
と
て
。
（
縁
）

是
ν
我

士
山
コ
斯
道
一
者
接
3

此
書
一
採
揮
セ
パ
則
庶
ヲ
カ
ラ
ン
免
ヲ
ェ
所
謂
無
限
之
憂
イ
哉
。
（
文
）

則
ち
旭
山
の
『
文
会
録
』
に
自
ら
記
じ
た
肱
文
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
文
会
録
』
は
、

旭
山
が
宝
暦
十
年
、

大
坂
の
浄
安
寺
で

聞
い
た
薬
品
会
の
記
録
で
、
源
内
は
小
説
を
手
懸
け
る
以
前
、
師
の
著
書
に
肢
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
先
の
『
天
狗
説
』
と

同
様
に
、
途
中
ま
で
は
蹴
文
に
従
い
な
が
ら
、
結
論
⑧
で
は
異
な
る
記
述
に
し
て
い
る
。

そ
の
転
換
部
は
＠
で
あ
る
。

「
旭
山
先
生
」

を
「
予
」
に
変
え
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
自
身
を
旭
山
に
擬
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
狙
い
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
本
作
の
前
年
の
旭
山
の
死
を
当
て
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
源
内
は
こ
の
二
年
前
に
も
志
道
軒
の
死
を
当
て
込
ん
で
『
痩

陰
隠
逸
伝
』
を
執
筆
し
た
。
こ
の
期
の
源
内
の
手
法
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
恕
庵
へ
の
排
撒
が
考
え
ら
れ
る
。
文
中
で
門
人

9 

を
恕
庵
、

師
を
東
涯
で
な
く
旭
山
に
擬
す
る
人
物
造
型
は
、

恕
庵
を
部
撤
す
る
構
造
と
な
る
。

現
実
で
は
恕
庵
の
方
が
師
な
の
で
あ
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る
。
更
に
恕
庵
が
旭
山
の
弟
子
、
恕
庵
に
と
っ
て
は
孫
弟
子
の
掠
内
が
書
い
た
抜
文
に
よ
っ
て
説
得
さ
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
構
造
に
よ
っ
て
源
内
は
、
名
物
学
派
の
系
譜
（
恕
庵

旭
山

源
内
）
を
全
く
破
壊
し
、
結
局
は
大
先
生
の
恕
庵
を
最
下
位
に
配
置

す
る
こ
と
で
、
言
語
遊
戯
の
面
か
ら
で
は
な
く
、
人
物
造
型
の
面
か
ら
の
滑
稽
味
を
狙
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
狙
い
を
以
て
自
身
を
旭
山
に
擬
し
た
源
内
は
、
自
的
を
果
す
と
自
身
を
虚
構
化
す
る
必
要
は
な
く
な
り
、
以
後
、

ど

う

し

い

動
と
止
と
の
文
千
は
合
ふ
て
も
、
馬
め
が
合
点
い
た
さ
ね
ば
、
世
話
ゃ
く
が
た
わ
け
な
が
ら
も
、
腹
へ
は
い
る
薬
は
、
ひ
刈
創
的
不

し
に亡
に
あ
づ
か
れ
叫
、
開
ぬ
ま
で
も
赤
目
引
ば
り
、
劃
開
問
削
剖
引
州
出
刷
、
一
問
答
せ
ね
ば
な
ら
ね
ど
呑
も
せ
ず
備
も
せ
ず

Fを

l
i
l
i－
－
l
i
l
i－
－
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i－
－
I
l
l
i－
－
｝
｜
I
l
l
i
t－
－
1
1
1
I
l
l
i－
－
み
づ
か
ら
あ
ま

歓
ば
す
ば
か
り
に
て
、
毒
に
も
な
ら
ず
、
薬
に
も
、
何
の
お
茶
と
う
に
も
な
ら
ざ
れ
ば
、
諸
人
自
甘
ン
じ
て
天
狗
と
い
う
て
掛
U

1
1
1
1
1
1！
1
1
1
1

あ

げ

し

る

た

く

け

ん

が
る
な
ら
ば
、
其
波
を
揚
そ
の
醜
を
す
L

り
て
、
天
狗
に
す
る
が
卓
見
出
引
o

と
、
自
身
の
主
張
を
繰
り
広
げ
て
い
く
。
言
い
古
さ
れ
た
表
現
を
す
れ
ば
、
源
内
の
現
実
へ
の
不
平
の
表
出
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

こ
の
前
ま
で
は
一
つ
の
事
件
を
背
景
と
し
て
、
虚
構
化
つ
ま
り
作
品
化
さ
れ
た
源
内
で
あ
っ
た
。
此
処
で
初
め
て
現
実
の
自
身
を
登
場

さ
せ
る
。
こ
の
意
図
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
傍
線
部
に
留
意
し
た
い
。
人
の
生
死
に
関
わ
る
の
な
ら
、
自
身
は
「
時
珍
」
つ
ま
り
当
時
の

本
草
学
に
多
大
に
影
響
し
た
『
本
草
綱
目
』
の
著
者
、
李
時
珍
に
な
り
か
は
る
が
、
毒
に
も
薬
に
も
な
ら
な
い
の
な
ら
、

一
般
の
興
味

志
向
に
沿
う
、

と
記
し
て
い
る
。

」
こ
で
「
な
り
か
は
り
」
と
い
う
表
現
が
為
さ
れ
て
い
る
。

作
品
中
の
登
場
人
物
は

「
な
り
か
は

り
」
則
ち
現
実
の
人
物
に
擬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
造
型
し
た
、
と
自
ら
そ
の
趣
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
述

の
様
に
自
身
は
旭
山
に
擬
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
な
る
と
、
こ
の
作
品
に
は
源
内
の
本
草
学
上
の
動
向
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
考



え
ら
れ
る
。
彼
は
実
地
性
の
薄
い
名
物
学
か
ら
実
地
性
の
強
い
物
産
学
へ
と
移
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
は
棄
郷
し
た
筈
の
名
物
学

の
世
界
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
又
、
源
内
は
『
菩
提
樹
之
排
』
（
安
永
七
年
）
で
も
、

『

い

さ

さ

か

し

ゃ

れ

か

う

べ

凡
夫
共
め
っ
た
鮮
上
に
有
が
た
れ
と
も
聯
も
害
に
な
ら
ず
、
若
も
腹
へ
入
ル
薬
な
ら
ば
弁
し
様
も
有
ベ
け
れ
ど
天
狗
の
蝿
韓
同
様

に
て
何
の
船
酔
の
恥
向
島
そ
ふ
に
、
落
を
取
て
居
ら
る
〉
も
の
を
我
一
人
知
た
顔
に
け
ち
を
付
る
も
お
と
な
げ
な
し
と
、
菩
提
樹
に

風来山人『天狗髄穣墜定縁起』考

し
て
置
也
。

と
、
同
様
に
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
作
の
末
尾
に
附
さ
れ
た
狂
歌
に
集
約
さ
れ
る
、
テ
ー
マ
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

天
狗
さ
へ
野
夫
で
は
な
い
と
し
ゃ
れ
か
う
べ

極
て
や
る
が
通
り
も
の
な
り

「
野
夫
（
野
暮
）
の
標
本
の
よ
う
な
天
狗
さ
え
、
野
暮
じ
ゃ
な
い
酒
落
者
だ
と
、
そ
の
髄
穫
を
、

（

1
〉

も
の
だ
。
」
と
い
う
意
味
だ
が
、

め
き
き
し
て
や
る
の
が
通
人
と
い
ふ

と
に
か
く
実
際
性
の
な
い
も
の
に
対
し
て
は
、

学
問
的
で
あ
る
よ
り
も
「
通
り
者
」
で
あ
ろ
う
と
す

る
源
内
の
意
識
が
読
み
と
れ
る
。
こ
の
意
識
は
、
次
の
『
紀
州
産
物
志
』
の
一
文
に
も
通
じ
て
い
る
。

11 

私
儀
貝
品
絵
霊
仕
、
彼
者
と
も
費
ヘ
和
名
を
相
正
し
漢
名
等
一
々
相
考
申
上
度
存
念
御
座
候
得
共
、
是
又
力
不
足
御
座
候
故
打
捨
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置
候
。
是
等
は
薬
用
に
而
無
御
座
候
得
共
、
風
雅
の
一
助
に
而
御
座
候
。

こ
の
『
紀
州
産
物
志
』
は
、
源
内
が
執
筆
活
動
を
始
め
る
寸
前
の
宝
暦
十
二
年
、
落
命
を
受
け
て
紀
州
の
海
岸
の
貝
の
調
査
を
纏
め
た

本
草
書
で
あ
る
。
文
中
、
薬
用
に
な
ら
な
い
只
を
「
和
名
相
正
し
漢
名
等
一
々
相
考
」
え
る
名
物
学
的
考
証
を
「
風
雅
の
一
助
」
と
記

す。

」
の
「
風
雅
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
不
明
だ
が
、

本
草
学
以
外
の
余
技
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
し
て

『
天
狗
髄
楼
豊
定
縁
起
』
『
菩
提
樹
之
排
』
『
紀
州
産
物
士
山
』
を
併
せ
考
え
る
時
、
現
実
に
は
無
益
の
名
物
学
は
、
「
通
り
者
」
「
風
雅
」

の
領
域
で
は
逆
に
生
き
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
部
分
は
当
作
品
を
余
技
た
ら
し
め
る
必
要
条
件
で
あ

る
。
本
作
が
名
物
学
を
背
景
と
し
な
が
ら
こ
の
部
分
を
存
在
さ
せ
る
こ
と
で
、
源
内
は
本
草
学
者
を
離
れ
、
戯
作
者
に
成
り
得
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
部
分
を
⑮
に
於
て
「
旭
山
先
生
」
を
「
予
」
に
換
え
る
こ
と
で
巧
み
に
誘
導
し
て
き
た
こ
と
が
、
源
内
の
手

柄
で
あ
り
、

又
、
当
作
品
の
価
値
で
あ
る
。

掠
、
以
上
で
テ
l
マ
は
終
り
、
後
は
作
品
と
し
て
源
内
の
記
す
通
り
「
諸
人
が
嬉
し
が
る
よ
う
に
落
を
取
る
」
だ
け
で
あ
る
。
先
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
背
景
と
す
る
以
上
、
東
涯
を
登
場
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④

代

陣

民

h
M

さ
い
げ
ん

ま
し
て
天
地
の
慶
大
な
る
高
物
の
断
闘
な
き
、

1
1
1
1
i
l
o
！
 

の
に
も
あ
ら
ず
。
（
中
略
）
皆
劃
剖
引
恥
寸
き
ぬ
。
（
縁
）

⑫

主

l

一
人
の
目
を
以
て
極
が
た
け
れ
ば
、
答
え
は
給
－
晶
珂
制
動
料
配
引

uzu

④
蓋
有
物
意
。
懐
忽
乎
為
人
。
儒
忽
乎
為
物
。
衆
莫
能
端
但
。
（
天
）

＠
世
俗
園
停
0

（
中
略
）
皆
妄
也
。
（
天
）



東
涯
見
一
フ
レ
テ
、
サ
テ
モ
／
＼
天
狗
ノ
ス
ガ
タ
ヲ
ア
リ
ノ
マ
〉
ニ
書
ア
ラ
ハ
シ
タ
リ
。
妙
ナ
ル
モ
ノ
也
。
（
『
文
会
雑
記
』
）

。
二
人
色
ヲ
変
ジ
輿
サ
メ
タ
ル
ト
ナ
リ
。
（
同
）

漉
内
は
＠
で
は
祖
僚
の
説
に
従
う
。
と
な
る
と
、
＠
で
は
「
繕
に
画
天
狗
」
は
存
在
し
な
い
と
す
る
べ
き
だ
が
、

「
お
出
や
る
ま
い
も

の
に
も
あ
ら
ず
。
」
と
、
全
く
祖
保
の
逆
を
書
く
。

こ
こ
で
落
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
落
ち
で
先
の
門
人
の
「
こ
れ
皆
画
工

風来山人『天狗濁稜皇室定縁起』考

の
思
い
付
に
て
、
実
に
此
の
ご
と
き
物
あ
る
に
あ
ら
ず
。
」
の
質
問
に
返
答
し
た
の
で
あ
る
。
普
通
な
ら
門
人
は
納
得
す
る
筈
が
な
い
。

hv

”－守、．、
φ
h
4
μ
 

こ
こ
で
は
東
涯
の
言
葉
が
裏
で
利
い
て
い
る
。
後
年
の
『
近
世
叢
語
』

に
は
「
宛
然
如
画
」

と
載
せ
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
あ

る
。
東
涯
は
担
保
の
文
章
力
を
誉
め
た
の
だ
が
、
源
内
は
「
そ
ん
な
に
絵
に
書
く
如
き
妙
文
が
作
れ
る
の
は
、
や
は
り
絵
に
書
く
如
き

源
内
は
最
後
で
自
身
を
東
涯
に
探
し
た
の
で
あ
る
。
こ

（

2
〉

れ
が
、
源
内
が
老
人
と
し
て
描
か
れ
、
従
来
そ
の
意
図
が
不
明
と
さ
れ
て
き
た
挿
画
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
恕
庵
ら

の
天
狗
の
モ
デ
ル
が
居
る
故
で
あ
ろ
う
。
」
と
、

得
意
の
極
論
で
煙
に
巻
く
。

に
擬
せ
ら
れ
た
門
人
二
人
は
、
唯
＠
の
如
く
納
得
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
作
品
は
完
結
す
る
。

以
上
の
様
に
、

本
作
は
名
物
学
派
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
背
景
と
し
て
、

現
実
の
人
物
に
「
な
り
か
は
る
」
登
場
人
物
の
造
型
と
、
『
天

狗
説
』
『
文
会
録
』
践
文
を
巧
み
に
織
り
込
み
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

肢
に
つ
い
て

当
作
品
の
践
を
読
む
と
、
先
程
の
『
文
会
録
』
蹴
文
を
用
い
た
も
う
一
つ
の
狙
い
が
わ
か
る
。
ま
ず
、

13 
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天
狗
髄
瞳
翠
定
縁
起
と
い
へ
る
は
、

か

き

ほ

う

あ

t

一
と
せ
予
が
戯
に
書
ち
ら
し
、
大
場
豊
水
に
輿
へ
た
る
を
、

と
冒
頭
に
記
し
、
本
作
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
次
い
で
、

し此品
頃言
陳5書
皮ひ林
も開t
し板日
らし
すけ
とる
はを
何
事
そ
や

あ

る

い

つ

或
人
見
て
予
に
謂
て
日
、

（略）

み

の

、

ふ

み

、

lu

鳴
乎
子
か
人
を
識
る
事
甚
し
ひ
か
な
。

ぜ

ん

け

つ

り

き

り

あ

き

叶

り

此
害
行
れ
さ
る
以
前
、
此
文
を
削
去
て
世
の
瑚
を
免
る
へ
し
と
。

か

の

い

し

や

や

く

て

ん

彼
文
中
盤
者
と
薬
店
共
に
盲
と

ム
」
、
『
文
会
録
』
敏
文
を
用
い
た
部
分
に
対
し
て
の
、

某
人
の
批
判
を
載
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

源
内
の
反
論
が
次
に
続
く
。
こ
れ

が
『
文
会
録
』
政
文
を
用
い
た
狙
い
で
あ
ろ
う
。

ゃ
く
せ
ん
た
ハ
ζ

と

乙

ほ

う

か

せ

う

も

ん

も

う

い

し

ゃ

ト

：

陳
皮
青
皮
の
わ
か
ち
あ
り
。
然
る
を
香
川
氏
か
薬
選
に
謡
言
を
つ
い
て
よ
り
、
古
方
家
と
稿
す
る
文
盲
醤
者
と
も
、
陳
皮
を
駅
て

の

み

み

か

ん

は

ら

せ

う

し

い

き

は

な

ふ

－

F

青
皮
而
巴
を
つ
か
ふ
。
（
略
）
蜜
柑
の
皮
よ
り
腹
の
皮
、
日
頃
笑
止
千
万
と
思
ふ
息
が
鼻
へ
ぬ
け
、
戯
ま
じ
り
に
軍
ち
ら
せ
し
な

り。

文
中
の
「
呑
川
氏
」
と
は
、

古
方
家
で
仁
斎
を
も
師
事
し
、

障
問
医
一
本
論
を
提
唱
し
た
香
川
修
庵
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
日
頃
笑
止
千

万
」
と
思
っ
て
い
た
古
方
家
、
そ
の
代
表
の
修
庵
を
批
判
す
る
為
「
戯
ま
じ
り
」
に
執
筆
し
た
の
だ
と
断
言
し
て
い
る
。
源
内
は
、



香
川
氏
薬
撰
ニ
、
人
参
苦
味
ヲ
以
テ
本
性
ト
シ

（
略
）
皆
撰
論
該
説
一
知
半
解
、
国
ヨ
リ
拳
テ
論
ズ
ル
ニ
足
ズ
。

イ

V
ヤ

ロ

ホ

ク

－

m
ヨ
ク
セ
イ
・
刃
カ
グ
ベ
シ
ケ
イ
ギ
ロ

y

醤
者
は
古
方
家
後
世
家
と
陰
弁
慶
の
議
論
は
す
れ
ど
も
、

流一
行7
風
の
皆（
殺Z『
し物
。類
口
口口

騰
島＝

pι， 
3r. 

暦
十

年

デ

ヤ

マ

ヒ

ナ

ヲ

治
す
る
病
も
療
し
得
ず
、

（
『
放
庇
論
』
安
永
三
年
）

ト

カ

タ

コ

ハ

ク

カ

ク

ダ

兎
角
是
は
古
方
家
へ
下
さ
せ
ず
は
、

カ
シ

νヤ
ク

此
肝
積
は
な
ほ
る
ま
い
と
。

（
『
放
庇
論
後
編
』
安
永
六
年
）

風来山人『天狗燭鍍豊定縁起』考

終
始
古
方
家
を
批
判
し
て
い
た
。

非
薬
選
を
著
し
印
行
す
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、

又
、
『
近
世
崎
人
伝
』
の
巻
五
の
旭
山
の
項
に
「
呑
川
太
仲
秀
庵

と
、
小
説
を
手
懸
け
る
前
か
ら
、

が
薬
選
を
難
じ
て
、

旭
山
が
修
庵
の
『
一
本
堂
薬
選
』
を
難
じ
て
『
非
薬
選
』
を
元
文

三
年
に
著
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
り
、
「
香
川
氏
が
薬
撰
に
議
言
を
つ
い
て
よ
り
」
と
修
庵
を
批
判
す
る
為
に
は
、

旭
山
の
著
書
『
文

会
録
』
は
格
好
の
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
吏
に
落
ち
で
門
人
を
諭
す
「
天
地
の
慶
大
な
る
寓
物
の
際
限
な
き
、

一
人
の
目
を
以
て
極

が
た
け
れ
ば
、
答
は
給
に
画
天
狗
販
が
お
出
や
る
ま
い
も
の
に
も
あ
ら
ず
。
」
の
言
葉
は
、
『
非
薬
選
』
の
中
の
修
庵
批
判
「
天
地
之
間

怪
異
不
レ
可
ω

一
得
市
測
一
意
以
昌
己
ノ
之
未
ニ
識
見
↓
謂
山
無
叶
有
1

也
則
猶
忌
夏
議
笑
コ
冬
氷
寸
耳
。
」
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。
源
内
は
門
人
の
一
人

を
修
庵
に
擬
し
、
旭
山
の
批
判
を
東
涯
に
委
託
し
て
、
古
方
家
を
当
作
品
に
於
て
一
蹴
し
た
の
で
あ
る
。

四

恕
庵
榔
拾
の
意
図

さ
て
以
上
の
様
に
本
作
を
読
解
す
る
な
ら
ば
、
前
述
の
恕
庵
郵
撒
に
も
、
本
草
学
の
何
ら
か
の
背
景
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考

え
ら
れ
る
。

15 

源
内
の
本
草
学
書
『
物
類
品
購
』
（
宝
暦
十
三
年
）

に
、
次
の
記
述
が
あ
る
。
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ム
龍
骨
（
略
）
讃
岐
小
豆
嶋
産
上
口
問
、
海
中
ニ
ア
リ
。

着
レ
舌
ニ
用
レ
之
ヲ
其
ノ
験
本
草
ノ
主
治
ト
合
ス
。

是
ν
員
物
疑
ベ
キ
ナ
シ
o

漁
人
網
中
一
一
得
タ
リ
ト
云
。
其
ノ
骨
甚
大
一
一
シ
テ
形
瞳
略
具
ル
o
抵
之
レ

近
世
漢
渡
龍
骨
ア
リ
。
是
ν
一
種
ノ
石
ニ
シ
テ
異
物
一
一
ア

ラ
ズ
。

木
化
石
ニ
近
シ
。

侃
朱
諜
ヵ
本
草
葉
言
一
一
所
レ
説
ノ
モ
ノ
是
ナ
リ
o

朱
諜
異
物
ヲ
見
ズ
。

世
俗
ノ
言
ヲ
信
ジ
テ
晋
萄
山
谷

所
レ
産
ノ
一
種
ノ
石
ヲ
認
テ
龍
骨
ト
シ
妄
一
一
排
ヲ
費
ス
。
松
岡
先
生
是
－
一
雷
同
シ
テ
員
ナ
ル
モ
ノ
絶
テ
稀
ナ
リ
ト
一
五
ヨ
リ
吠
レ
聾
ノ

徒
管
見
ヲ
以
テ
排
説
ヲ
ナ
ス
。
皆
夏
姦
不
レ
知
レ
氷
ノ
論
拳
テ
論
ズ
ル
ニ
足
ズ
。

（
巻
之
四
）

文
中
の
松
岡
先
生
が
松
岡
恕
庵
で
あ
る
。
愚
妄
な
世
人
の
代
表
と
し
て
恕
庵
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
傍
線
部
が
当
作
品
と
関
係
し

な
い
だ
ろ
う
か
。
則
ち
、
天
狗
の
髄
骸
も
川
の
中
で
見
つ
か
り
、
源
内
が
得
た
の
で
は
な
く
豊
水
が
得
た
。
そ
し
て
絵
に
書
く
特
徴
を

備
え
て
い
た
。
世
俗
は
臆
測
で
天
狗
の
髄
骸
だ
と
言
う
、

と
そ
の
類
似
点
は
多
く
、
「
吠
聾
ノ
徒
」
と
い
う
批
判
も
、

駿
の
「
古
方
家

と
称
す
る
文
盲
醤
者
ど
も
」
に
通
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
直
接
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
恕
庵
著
、
『
用
薬
須
知
』
（
享

保
十
一
年
）

の
龍
骨
の
項
に
は
、

テ
夕
方

員
ナ
ル
者
絶
テ
稀
ナ
リ
故
一
二
種
ノ
白
石
ヲ
以
テ
代
レ
之
ェ
今
漢
ヨ
リ
渡
ス
ト
コ
ロ
ノ
者
是
ナ
リ
o
李
肇
園
史
繭
一
一
不
レ
知
ラ
シ
テ
大

l
i－
－

1
1
1
1
1
1
1
l！
i
l－
－

ポ

魚
ノ
骨
ト
ス
誤
レ
リ
。
促
朱
諜
カ
本
州
葉
言
一
一
詳
ナ
リ
。

（
巻
四
）

と
あ
り
、

」
れ
、
が
「
蛮
夷
の
大
鳥
た
り
と
も
斯
ま
で
大
に
は
有
べ
か
ら
ず
。

こ
の
大
魚
の
品
円
な
ら
ん
に
と
、
文
中
の
門
人
の
言
葉
に



採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
恕
庵
が
批
判
さ
れ
る
の
は
、
実
地
経
験
に
依
ら
ず
、
中
国
の
文
献
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
て
誤
認
を
犯
す
文
献
学
的
な
態

度
の
故
で
あ
り
、
そ
れ
は
先
の
引
用
で
旭
山
が
修
庵
を
批
判
し
た
の
と
同
じ
く
、

「
夏
虫
氷
を
知
ら
ず
」

と
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
の
な

い
名
物
学
の
欠
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

又
、
木
内
石
亭
の
『
龍
骨
之
排
』
に
、

風来山人『天狗筒鍍豊定縁起』考

明
和
年
中
東
武
佃
嶋
ノ
漁
父
沖
ニ
テ
網
戸
一
得
タ
リ
ト
テ
龍
骨
一
ツ
漬
帰
ル

（
中
略
）
平
賀
氏
購
得
タ
リ
源
内
常
－
一
竜
骨
上
京
一
物
ハ

象
骨
ナ
リ
ト
云
シ
ガ
是
ヲ
得
テ
後
象
骨
ノ
説
曽
テ
不
云
龍
骨
ノ
排
ト
云
書
ヲ
著
述
シ
テ
是
ヨ
リ
ハ
竜
骨
真
竜
ノ
骨
ナ
リ
ト
説
ケ

リ。

と
あ
り
、
杉
田
玄
白
の
『
蘭
学
事
始
』
に
は
、
次
の
カ
ラ
ン
ス
と
源
内
の
龍
骨
問
答
を
載
せ
る
。

カ
ラ
ン
ス
日
く
、
そ
の
国
に
て
伝
ふ
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
物
大
蛇
頭
中
よ
り
出
づ
る
石
な
り
と
い
へ
り
。
源
内
聞
き
て
、
そ
れ
は

左
様
に
あ
る
ま
じ
。
こ
れ
は
竜
骨
に
て
作
り
し
物
な
る
べ
し
と
い
ふ
。
カ
ラ
γ
ス
聞
き
て
い
ふ
、
天
地
の
聞
に
竜
と
い
ふ
も
の
は

お
の

な
き
物
な
り
、
如
何
に
し
て
、
そ
の
骨
に
て
作
る
ベ
し
や
と
い
へ
り
。
こ
h

に
於
て
、
源
内
己
が
故
郷
な
る
恕
州
小
豆
島
よ
り
出

せ
る
大
な
る
竜
歯
に
つ
Y
き
た
る
竜
骨
を
出
し
示
し
て
、
こ
れ
即
ち
竜
骨
な
り
。
本
草
網
目
と
い
へ
る
漢
土
の
書
に
、
蛇
は
皮
を

17 

換
へ
、
竜
は
骨
を
換
ふ
と
説
け
り
。
今
わ
れ
示
す
と
こ
ろ
の
ス
ラ
ン
ガ
ス
テ
I
ン
は
こ
の
竜
骨
に
て
作
れ
る
物
な
り
と
い
へ
り
。
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カ
ラ
ン
ス
聞
き
て
大
い
に
驚
き
、
益
？
ぐ
の
奇
才
に
感
じ
た
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
本
草
網
目
を
求
め
、
右
の
竜
骨
を
源
内
よ
り
貰

ひ
得
て
帰
れ
り
。
そ
の
返
礼
と
し
て
ヨ
ン
ス
ト
ン
ス
禽
獣
譜
、
ド
ド
ニ
ュ
ー
ス
生
植
木
草
、

ア
ン
ボ
イ
ス
只
譜
な
ど
い
へ
る
物
産

家
に
益
あ
る
書
物
ど
も
を
贈
り
た
り
。

（

3
）
 

こ
の
間
答
は
明
和
六
年
と
見
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
石
亭
が
記
す
様
に
、
恐
ら
く
明
和
六
年
以
前
に
源
内
は
龍
骨
を
入
手
し
、
以
前

の
所
有
の
物
と
併
せ
て
、
龍
骨
が
真
龍
の
骨
だ
と
確
信
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
明
和
六
年
、

つ
ま
り
本
作
の
前
年
、
紅
毛
人
の

カ
ラ
ン
ス
を
驚
嘆
さ
せ
、
珍
重
な
物
産
書
を
手
に
し
た
。
ま
さ
し
く
「
天
狗
に
な
る
」
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
自
身
の
こ
の
功
を

誇
示
す
る
為
に
作
品
に
当
て
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

カ
ラ
ン
ス
の
「
天
地
の
間
に
竜
と
い
ふ
も
の
は
な
き
物
な
り
。
」

と
の
発
問
に
、

胸
を
張
っ
て
龍
骨
を
出
し
示
し
た
源
内
は
、

作
品
中
で
も
「
檎
に
画
天
狗
殴
が
お
出
や
る
ま
い
も
の
に
も
あ
ら
ず
。
」
と
記
す
。

h c 
h 

は
幹
持
と
共
に
、

名
物
学
に
対
す
る
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。

カ
ラ
ン
ス
と
の
問
答
で
自
信
を
得
た
彼
は
、

宝
暦
期
に
萌
芽
し
た
、

名
物

学
、
特
に
恕
庵
の
実
地
経
験
の
欠
如
へ
の
批
判
を
更
に
強
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
恕
庵
擬
す
る
門
人
は
「
尤
も
」
と
額
く
外
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
恕
庵
那
識
に
は
、
自
身
の
経
験
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
名
物
学
批
判
と
、
自
身
の
龍
骨
に
お
け
る
功
の
誇
示
の
二
つ
の
意

図
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

五

結

び

以
上
を
整
理
し
て
み
る
と
、

」
の
短
編
に
は
多
く
の
要
素
が
混
在
し
て
い
る
。

典
拠
と
し
て
、

東
涯
周
辺
の
事
件
、

『
天
狗
説
』
、



『
文
会
録
』
蹴
文
。
批
判
の
対
象
が
、
恕
庵
に
代
表
さ
れ
る
名
物
学
と
、
修
庵
に
代
表
さ
れ
る
古
方
家
。
当
て
込
み
が
、
前
年
の
旭
山

（

4
）
 

の
死
と
、
自
身
の
カ
ラ
ン
ス
と
の
龍
骨
問
答
。
更
に
塩
村
耕
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
当
時
江
戸
の
茶
屋
で
天
狗
の
髄
鵠
の
見
せ
物
が

あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
見
せ
物
を
も
当
て
込
ん
だ
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
そ
の
執
れ
に
も
偏
ら
ず
、
滑
稽
な
一
作
品
と

し
て
構
成
し
、
そ
の
現
実
の
人
聞
に
対
応
す
る
登
場
人
物
を
造
型
す
る
こ
と
が
、
源
内
の
小
説
の
手
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

風来山人『天狗鱒畿翠定縁起』考

当
作
品
は
、
源
内
が
物
産
学
へ
移
行
し
た
際
、
棄
郷
し
た
名
物
学
の
世
界
を
戯
作
化
し
た
手
本
と
も
言
え
る
小
説
で
あ
る
。
則
ち
、

先
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
骨
子
と
す
る
故
、
源
内
と
門
人
二
人
の
登
場
人
物
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
事
件
が
『
天
狗
説
』
に
端
を
発
し
て
い
る

以
上
、
天
狗
が
出
て
く
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
自
身
の
龍
骨
の
発
見
を
当
て
込
む
故
「
髄
韻
」
と
な
り
、
名
物
学
を
那
捻
す
る
為
「
翠

定
」
の
概
念
が
生
じ
る
。
そ
し
て
『
天
狗
説
』
が
愛
太
子
神
社
に
送
ら
れ
た
事
情
と
、
龍
骨
の
入
手
の
由
来
と
を
掛
け
あ
わ
せ
て
「
縁

起
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
『
天
狗
髄
穣
豊
定
縁
起
』
は
成
る
べ
く
し
て
成
っ
た
題
名
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
作
が
以
上
の
要
素
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
源
内
の
全
作
品
中
の
一
趣
向
を
示
す
に
留
ま
る
。
こ
れ
が
前
述

の
余
技
観
、
小
説
観
と
結
び
つ
い
て
い
る
点
に
意
義
が
あ
ろ
う
。
非
実
用
性
が
「
通
り
者
」
の
基
準
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
た
作

品
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
源
内
の
戯
作
の
概
念
が
、
雅
俗
の
対
立
か
ら
で
は
な
く
、
虚
学
と
実
学
の
対
立
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
っ
た
問
題
を
呈
示
し
て
い
る
こ
と
が
、
当
作
品
の
意
義
で
あ
る
と
思
う
。

1主
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（

1
）
 

（

2
）
 

『
風
来
山
人
集
』
（
岩
波
古
典
文
学
大
系
）
中
村
幸
彦
氏
頭
注
。

同
書
で
、
中
村
幸
彦
氏
も
「
源
内
を
甚
だ
老
人
に
描
い
た
の
は
、
安
永
七
年
、
五
十
一
歳
で
、
五
十
歳
の
坂
を
越
し
た
意
で
も
あ
ろ
う
か
。
」
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（

3
）
 

と
、
疑
問
を
呈
し
て
お
ら
れ
る
。

『
蘭
学
事
始
』
（
岩
波
文
庫
）
緒
方
富
雄
氏
註
。
但
し
、
氏
は
こ
の
問
答
を
宝
暦
十
一
年
。
相
手
は
バ
ウ
ル
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
や

は
り
明
和
六
年
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

氏
の
御
所
蔵
の
刷
り
物
は
、
無
刊
記
な
が
ら
こ
の
作
品
の
口
絵
と
類
似
し
た
天
狗
の
儲
綾
の
図
が
載
る
。
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
明
和
頃

の
も
の
。
し
か
し
、
当
作
品
と
の
前
後
関
係
は
断
定
で
き
ず
、
可
能
性
の
み
に
と
ど
め
て
お
く
。

（

4）
 

（
大
学
院
前
期
課
程
学
生
）


